
学習指導要領の
内容から
三つの柱の
題材目標を
決定する
経緯と整合性
の根拠

知識及び技能と
思考力・判断
力・表現力等の
それぞれの内容
の高まりやつな
がりについて

中学部 国語科 授業づくりの考え方

授業づくりの工程

前題材までに到達して
いる実態を把握

指導内容の決定
（研究生産物を基に）

子どもに望む姿を想定

学習指導要領の指導
内容から段階を決定

題材目標の決定

教材の設定

題材設定の立場記述

題材計画構想

授業構想シートを活用

題材開始

R研で毎時間の授業の
評価・改善

題材終了

観点別評価の実施

本時案作成

三つの柱の目標
を達成するため
の働きかけや
工夫

発表者：井上 滉太

実践事例

教材と仕組み：『ふたりはともだち』の物語文を読み、登場人物の言動や気持ちを問う文章題を解いたり、友だちと登場人物の
気持ちを話し合ったりする。

指導内容：中学部１段階 C読むこと 知識及び技能：イ(ア) 思考力・判断力・表現力等：ア

題材目標

知・ 技：文章に書かれている登場人物の言動や気持ちを直接的に問われたとき、問われた情報
が文章のどこにあるかわかり、言動や気持ちをワークシートに記入することができる。

思・判・表：場面の概要を問われたときに、文章全体の登場人物の言動や気持ちがわかり、場面が
まとめられた内容の空欄に入ることばを判断し、記入することができる。

学び：物語文を読むことの面白さに気づき、図書に親しむ態度を養う。

物語の情報を収集する上で、読みたい・知りたいの意欲は重要。読みたい気
持ちを促進することで、３つの柱の目標へとつながると考え、以下の３点の工
夫を実践した。
・登場人物に親しみが生まれるようにするため、黒板に登場人物のイラスト
を掲示し、教師が登場人物のおかしなところや長所を紹介したり、生徒が
登場人物になりきったりする場面を設けた。
・話の展開を、想像し、楽しむようにするため、物語の続きの内容は毎授業ご
とに渡すようにした。
・物語の盛り上がりの部分がわかりやすく伝わるように、物語で出てくるもの
を黒板に貼って見せたり、教師が繰り返し強調して伝えたりした。

・生徒は、ナレーション、登場人物
の演者、聞く人の役割を自分で
選ぶ。
・演者は、言動や様子をことばや
身体で表現し、聞く人は、演じ
る様子が文章と合っているかど
うか判断する。
・教師は、音読劇の所々で、出来
事のポイントを伝える。

物語の内容をイメージし、
学習活動に主体的に取
り組むための工夫

「読みたい」を促す工夫

国語科 「読むこと」の学習の高まり

○授業の時数を重ねるごとに、文章の内容理解への支援を少なくする。
・登場人物とその登場人物の行動が結びつきやすくするためのシールをな
くしていく。
・音読劇を行わず、問題へ取りかかる。
・問題を解くとき、手がかりとなる教師のことばかけを減らす。
○読み取った情報を整理する（思・判・表）ためには、まず、文章から情報を
適切に読み取る（知・技）ことが重要である。そのため、題材の全ての授
業で（知・技）と（思・判・表）の両方を関連づけためあてにして学習を進
める。

指導内容の具体化

学習指導要領の目標と内容にこれまでの学習到達状況と実態を照らし合わ
せ、題材目標を具体化・明確化していく。

知・技
〈情報と情報の関係の理解〉

思・判・表
〈出来事の順序の大体を捉える〉

穴あきの文章にして問う。内容を正しく
理解していれば、情報を整理して解ける
仕組みにして捉える力を育てる。

評価

知・技：５問中、すべての問題で問いに合う登場人物の言動と気持ち、時間などを記入する。

思・判・表：教師と一緒に、かくにんプリントの空欄に当てはまる内容を３つすべて記入すると達成できたと考える。１つ目の
空欄 は、「眠った期間」や「いつから眠ったか」と同じような回答であれば、正解。２つ目の空欄は、「５月のなか
ばごろ」と回答したら正解。３つ目の空欄は、「さびしい」や「かなしい」などの気持ちが書かれていれば正解。

学び：題材計画のチェックしていない内容を重点的に扱う。加えて、これまで見られている意欲的に学習に取り組む態度
も継続して見られるように働きかける。

・生徒によっては、かくにんシートの空欄に場面の概要を記入する問題で、空欄に記入せず、迷う生徒がいた。そこで、物語の出来事を順番に並び替える問題を出すと、
物語の内容と異なる順番に出来事を並び替えていた。場面の概要を正しく、答えることができた生徒にも同様の問題を出すと、出来事を順番に並び替えることができ
た。このことから、物語の概要を理解するためには、出来事の順番を捉えることが重要であることが改めてわかる。そのため、生徒の実態によって、物語を読み、出来事
の順番を理解しているかの実態を適切に取ることが大切であり、それに応じて支援や問題配列を工夫する必要があると考える。
・普段、物語を読む機会があまりない生徒が授業時間の最後まで活動に参加し、問題に取り組む姿から、上記に挙げている「読みたい」を促す工夫については、教材や
読むことに関心を持ち、意欲を高める工夫として有効的な手立てであったと考える。

気づき・改善など 考察

主体的で対話的で深い学び
の実現に向けた工夫

・教師が「なぜ、そのような気持ち
になったのかな。」と発問をし、
ペアで話し合いを行う。
・教師が、思考を促すように「〇〇
くんは、こんなことが起きたらど
んな気持ちになる？」など発問
する。
・グループごとに発表して、他者
の考えを聞く場を設ける。

自分の考えを広げ、学
びの深まりをつくりだす

ための工夫

聞く人

【音読劇】

読む人
（がまくん） 読む人

（かえるくん）

読む人
（ナレーション）

がまくんはなにを
やぶりましたか。

「なに」の情報の読み取り方

情報の読み取り方
・何の情報を問われているか。
・問われた内容はどこにあるか。

・読み取った情報を整理する。
変化を捉える。関係づけるなど。

かくにんシート（プリント）

がまくん かえるくん
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実践事例

「読んだからできた！」を味わえるように

スモールステップで少しずつ

これからの生活に役立つように

・分かち書きをした文章から「誰がどうした」「何をどうする」を読むことができる。
・「ＡにＢを貼る」の文章を読んで行動するとき、BにAを貼る。

評価規準

気づき・改善など 考察

主体的で対話的で深い学び
の実現に向けた工夫

小学部３段階 読むこと 知識及び技能：ア（ｵ） 思考力・判断力・表現力等：イ指 導 内 容 ：

『附特工房で製品を作ろう！』で、「はじめに、●の▲を◇の▽に貼ります。 」などの説明文を読み取り、
その通りに作業して製品を作る

教材と仕組み：

題材目標

『トレーニング』で、「はじめに、●の▲を◇の▽に貼ります。」「つぎに、△と□を●の下に貼ります」などの説明文を
読むとき、順序を表すことば（「まず」「次に」 「その次に」「それから」「そして」「最後に」）や助詞（「を」「に」「の」
「と」）の使い方を知り、 正しい手順を読み取る

知 ・ 技 ：

『附特工房で製品を作ろう！』で説明文を読んで製品を作るとき、順序を表すことばを四角で囲ったり、助詞「を」「に」「の」
「と」に印を付けたりして文章を読み取り、説明文通りの製品を作る

思・判・表：

自分から説明文を読み、説明文通りの絵を描いたり、製品を作ったりする学 び ：

「まず、●の▲を◇の▽ に～する」や「最後に、●と■を△の（位置）に～する」の文章を読むとき、順序を表すことばや、「の」
や「と」の前後のことばが一つのまとまりとなること、「Aを」が「Bに」に到達することがわかった

「赤のシールをコップの点「・」に貼ります」や、「ピンクのシールと白いシールを画用紙の上に貼ります」などの短文を読むと
き、説明文に線を引いて思考を整理し、文章で示された通りの製品を作ることができた

自分から説明文を読み、説明文通りに行動する様子が見られた

知 ・ 技 ：

思・判・表：

学 び ：

実態

助詞の使い方を理解し、将来の生活に向けて、簡単な説明書
などを読んで、自分で行動できるようになってほしい

・文章を読むことを楽しめるように、はじめは扱う助詞の数や
一文の長さを少なく設定し、徐々に増やしていくようにした。
（右表参照）
・説明文を構成する文章の数を、「まず」「次に」「最後に」の
順序を表すことばを用いた3つの文章から読むことをはじめ、
徐々に文章量を増やしていくようにした。

ア 言葉の特徴や使い方
（ｵ）文の中における主語と述語との関係や助詞
の使い方により，意味が変わることを知ること

【知識及び技能】

イ 絵本や易しい読み物などを読み，
時間的な順序など内容の大体を
捉えること

【思考力・判断力・表現力】

内容を正しく読み取るための工夫

（例）

・知識及び技能で学習した内容を正確に読み取るために、順
序を表すことばや助詞に印を付けながら読むようにした。
（下記働きかけの工夫参照）

【知識及び技能】

【思考力・判断力・表現力】

分かち書きで読みやすく！

〇ことばの切れ目がわかりやすいように、
また、助詞に注目しやすいように、文節
ごとに半角スペースを入れた。

友だちに聞いてみよう！

行間を程よく空けて
書き込みをしやすく。

もっと生徒同士で
かかわりあって、主体的
で対話的な学びに
したいなぁ

それは、Ｂ君が
知っていたよ。

はじめは、教師が、かかわりあうきっかけ
を作るようにした。

ありがとう。

それはね、▲▲の
ことだよ。

少しずつ、生徒同士で「○○って何？」など
と聞きあう姿が見られるようになってきた。

活動の順番がわかるように、
順序を表すことばを線で囲
むようにした。

「AをBに」や「BにAを」が含まれた文を
読んだ後に教師が動作化し、その後、自分
でも動作をするようにし、「～を」から「…
に」へ動作することに気づくようにした。そ
して、動作の方向に注目して読めるように、
例のように、助詞「を」「に」を〇で囲み、
「を」から「に」へ向けて矢印を描くように
した。教師のことばかけを聞きながら取り
組み、徐々に支援を減らしていくと、自分で
助詞に〇をつけ、動作の方向を示す矢印
を描きこんで、正しく読み取り、製品を作る
ことができた。

・

何に対して動作（行動）する
かを考えて読むことができる
ように、助詞「に」「を」を〇で
囲み、矢印を描き込むように
した。

・

どうやって？
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これまでは、わからない語句などがあると、
教師に聞いていた。

先生、
○○って何？

・題材が進むにつれて自分から進んで文章を読む姿が見られるようになった。これは、実際に説明文を読んで製品（簡単なおもちゃなど）を作るようにしたことで、
文章を読むことのよさ（「説明文を読み取ってその通りに作業すると作ることができた」）を味わうことができたからだと考える。今後さらに主体的に学習を進め
るようにするためには、段落ごとなど途中の段階で、見本と自分の作った物を見比べるコーナーを設けるなど、自分で正誤をチェックできる仕組みがあるとよい
と考える。

・「あおいシールをあかいシールに はります」や、「あかいシールにくろいシールを はります。」を読んでシールを貼るとき、文の始め（「あおいシール」や「あかいシール」）を読むとすぐに、そのシール
を手に取り、貼っていたことから、文章を読むときに名詞や動詞にのみ目が向き、助詞には注目出来ていないと考えた。そこで、３つ目のポイントに書いたように、動作の方向に注目することがで
きるよう、文章を読んだ後にその内容を動作化したり、助詞「を」「に」を〇で囲み、「を」から「に」へ向けて矢印を描いたりするようにした。それによって、自分で説明文を読み、説明文が表す通りの
製品を作ることができた。これらのことから、助詞に〇を付けたり、矢印を描いたりしながら読むことは、一つ一つのことばや助詞に注目し、動作の方向を理解して読み取ることに有効であると考える。
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とびだすカード うさぎ 風鈴
トコトコ

つ
ぎ
に
、
ひ
も
を

く
ろ
い
し
る
し

で

む
す
び
ま
す
。

A B A B


